







































































































































































































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ペが組み合わさってできている



























































　とことこ 31　てくてく 30　よちよち 10　ちょこちょこ 6　のろのろ 6　とぼと
　ぼ 5　よたよた４　のそのそ 4　するする 3　ことこと３　ぎくしゃく 3
（b）慣用的な擬音オノマトペ
　かたかた 11　かしゃかしゃ７　がちゃがちゃ６　かちゃかちゃ 5　じーじー 5
　がたがた 4　がしゃがしゃ 4　ぱたぱた 3　ぎしぎし 3　がしゃんがしゃん 3　
　ぎーぎー 3　ぺたぺた 3
（c）臨時のオノマトペ








































































































































































































































































































































































































































































































注 8　日向茂男 1986 ではこのシーンを取り上げているが、シャワーというモノか喚
　起するイメージについての指摘は無い。
注 9　田守育啓 2010 は、宮沢賢治のテクストに現れている創作オノマトペの作成法
　の一例として、対象物を置換する方法（「ぷんぷん怒る」→「雪がぷんぷん降る」など）
　を指摘している。
注 10　越前谷明子 1989 は、手塚治虫『ブッダ』第 1 巻（潮出版社 1987）、山岸凉子『日































































注 13　三省堂『新明解国語辞典』第八版 2020 では「がくんと」の立項はあり「か
　くん（と）」の立項はない。
注 14　大岡昇平 1974。

































大岡昇平 1974：『中原中也』( 角川書店 )
































阿川弘之『春の城』（新潮社 1952、新潮文庫版 1955 を使用）
和山やま『女の園の星１』（祥伝社 2020）
藤子・F・不二雄『のび太の恐竜』（『少年サンデー増刊』小学館、「大長編ドラえも
　ん vol.1 のび太の恐竜」1975.9.5、本稿では藤子・F・不二雄 2000 掲載のものを
　使用）
〈あげつま ゆうき／本学教授〉
